
新型コロナウイルス感染症による県内観光業界への影響

業種 影響

宿泊施設等

（宮城県ホテル旅館生活衛生同業組合）
 3/25時点で宿泊キャンセルは25.5万人，損害額は29.4億円（宮城県ホテル旅館生活衛生同業組

合）
 3月と4月の宿泊者数は，前年同月比▲40.6％と▲81.2％（宮城県ホテル旅館生活衛生同業組

合）
 休業要請期間中（4/25～5/6）は７割弱の宿泊施設が全館休業。営業再開の時期は６月以降＋

未定で過半数
（観光庁，宿泊旅行統計，5/29公表）
 3月の延べ宿泊者数は前年同月比で，国内▲48.9％，宮城県▲38.9％，宮城県外国人▲76.0％

運輸

鉄道  東北新幹線の4月の利用状況は前年同月比▲87％。（JR東日本）

バス
 県内バス事業者の損害額は9.7億円。2月2.5億円，3月4.5億円，4月以降2.7億円（宮城県バス

協会，3/12河北）
 4～5月のバスツアーは全滅（バス事業者）

航空
 JAL 4/29～5/6の旅客数実績（前年比） 国内線▲95.2％ 国際線▲99.1％
 ANA 4/29～5/6の旅客数実績（前年比） 国内線▲96.5％ 国際線▲97.3％

仙台空港
 国内・国際線の合計旅客数の前年同月比は，３月／▲56％・13.9万人，4月／▲86％・4.1万人
 4月は多くの国際線で運休が続き，国際線は全便が運休

港湾  石巻港入港予定の３回は寄港中止（4/21・7/28ダイヤモンド・プリンセス，5/3ぱしふぃっくびいなす）

旅行業
 4月の取扱総額は，前年同月比▲91.1％（旅行業者）
 予約状況は前年比で5月▲91.0％，6月▲84.1％（旅行業者）
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出典：行政・各団体の公表資料，新聞報道，各事業者への聞き取り
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